
９ 2023年（令和5年）11月30日（木曜日） （第三種郵便物認可）
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当
所
地
域
開
発
委
員
会
（
杉
村
荘
平
委
員
長
）
は
、
釧
路
公
立
大
学
へ
の
理
工
農
系
学

部
増
設
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
、
情
報
共
有
と
学
部
増
設
の
機
運
醸
成
を
目
的
と
し
た

議
員
例
会
を

日
（
金
）
正
午
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、
当
所
役
員
議

員
の
ほ
か
道
議
会
議
員
や
市
議
会
議
員
、
行
政
職
員
ら
約

人
が
出
席
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各大学の事例について説明する永川氏

　
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

（
＝
道
商
連
）
で
は
、
令
和
６

年
度
の
予
算
確
保
へ
向
け
た
中

央
要
望
を

日
（
火
）
に
東
京

都
内
で
実
施
し
た
。

　
要
望
に
は
、
岩
田
圭
剛
道
商

連
会
頭
の
ほ
か
、
道
商
連
の
副

会
頭
を
務
め
る
栗
林
定
正
当
所

会
頭
を
含
む
道
内
の
商
工
会
議

所
会
頭
ら

人
が
参
加
。
国
土

交
通
省
や
経
済
産
業
省
へ
全
道

商
工
会
議
所
会
頭
連
名
に
よ

る
要
望
書
を
手
交
し
、
懸
案
事

項
の
早
期
解
決
な
ど
を
求
め

た
。

　
本
要
望
で
は
、
急
激
な
物
価

上
昇
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続

く
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
環
境
の
改
善
や
北
海
道
経
済

の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
た

め
、
①
現
下
の
状
況
を
打
開
す

る
早
急
な
景
気
・
経
済
対
策
の

実
行
②
北
海
道
経
済
の
更
な
る

発
展
を
目
指
し
た
地
域
創
生
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
③
中
小

・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
強
化

④
地
域
人
材
の
確
保
・
育
成
の

推
進
⑤
観
光
需
要
の
喚
起
並
び

に
受
入
体
制
の
整
備
促
進
⑥
道

内
空
港
の
利
活
用
促
進
並
び
に

整
備
促
進
⑦
鉄
路
の
維
持
並
び

に
機
能
強
化
⑧
北
海
道
新
幹
線

の
整
備
促
進
を
含
む

項
目
に

つ
い
て
要
請
し
た
。

　
国
土
交
通
省
鉄
道
局
で
は
、

栗
林
会
頭
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経

営
自
立
に
向
け
た
継
続
的
な
支

援
の
ほ
か
、
２
０
３
０
年
の
北

海
道
新
幹
線
札
幌
開
業
に
関
連

し
て
『
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
』

整
備
に
関
す
る
調
査
の
実
施
、

並
行
在
来
線
『
函
館
―
長
万
部
』

間
の
維
持
・
存
続
な
ど
道
内
の

鉄
路
や
物
流
機
能
の
維
持
・
強

化
を
強
く
求
め
た
。

　
ま
た
同
日
、
自
由
民
主
党
北

海
道
支
部
連
合
会
の
国
会
議
員

ら
と
懇
談
し
、
北
海
道
経
済
の

現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
要

望
を
行
っ
た
。

　
当
所
で
は
、

月
に
開
始
し

た
『
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
』

に
関
す
る
無
料
個
別
相
談
会
を

日
（
金
）
に
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
た
。

　
本
制
度
は
、
適
用
税
率
と
消

費
税
額
を
正
確
に
伝
え
る
た
め

の
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
請

求
書
や
領
収
書
な
ど
の
こ
と

で
、
登
録
手
続
き
を
行
っ
た
課

税
事
業
者
が
発
行
で
き
る
。

　
当
所
は
こ
れ
ま
で
、
制
度
周

知
の
た
め
北
海
道
税
理
士
会
釧

路
支
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
セ

ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会
を
実
施

し
て
お
り
、
今
回
は
制
度
の
開

始
か
ら
１
カ
月
余
り
が
経
ち
、

事
業
者
の
制
度
や
実
務
に
関
す

る
疑
問
な
ど
を
解

決
す
る
た
め
に
行

わ
れ
た
。

　
相
談
に
は
北
海

道
税
理
士
会
釧
路

支
部
所
属
の
税
理

士
が
対
応
し
、
制

度
に
則
し
た
請
求

書
の
書
き
方
の
ほ

か
、
消
費
税
の
申

告
に
向
け
た
取
引

先
等
と
の
確
認
の

必
要
性
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　
ま
た
、
当
所
で
は
、
制
度
に

関
す
る
事
業
者
の
相
談
に
対
応

し
て
お
り
、
お
問
い
合
わ
せ
は

当
所
経
営
相
談
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

要望活動を行う栗林当所会頭（右から２番目）ら

釧公大生と意見交換する委員会メンバー

日に行われた個別相談会
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２
０
２
４
年
釧
路
市
新
年
交

礼
会
が
、
令
和
６
年
１
月
５
日

（
金
）
午
前

時
よ
り
、
釧
路

市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
入
場
に
必
要
な
会
券
は
１
枚

１
０
０
０
円
で
、

月
１
日

（
金
）
か
ら
７
日
（
木
）
ま
で

の
平
日
の
み
当
所
総
務
課
と
釧

路
市
役
所
秘
書
課
に
て
販
売
し

ま
す
。
新
年
交
礼
会
の
当
日
に

配
布
す
る
名
簿
へ
の
登
載
は
７

日
受
け
付
け
分
ま
で
。

　
な
お
、
８
日
（
金
）
以
降
は

平
日
の
み
釧
路
市
秘
書
課
で
会

券
を
販
売
し
ま
す
が
、
名
簿
へ

の
登
載
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
総

務
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

１
、
ま
た
は
釧
路
市
役
所
秘
書

課
０
１
５
４
（

）
４
５
０
１

ま
で
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

釧
路
市
新
年
交
礼
会

月
１
日
よ
り
受
付

　
都
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
委
員

会
（
西
村
智
久
委
員
長
）
で
は
、

今
年
度
事
業
計
画
の
一
つ
『
釧

路
の
イ
メ
ー
ジ
の
現
状
把
握
と

課
題
克
服
の
た
め
の
調
査
研

究
』
の
一
環
と
し
て
、
釧
路
公

立
大
学
生
と
の
懇
談
会
を

日

（
木
）
に
開
催
し
た
。

　
今
回
は
、
学
生
と
の
懇
談
を

通
じ
て
釧
路
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

や
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
、
釧

路
を
良
く
し
て
い
く
た
め
の
ア

イ
デ
ア
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
、
当
地
域
の
都
市
イ
メ

ー
ジ
醸
成
を
目
指
し
た
事
業
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
た
。

　
当
日
は
、
道
内
や
東
北
・
関

東
な
ど
の
道
外
出
身
の
公
立
大

生

人
と
当
委
員
会
の
正
副
委

員
長
４
人
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
西
村
委
員
長
は
「
今

回
の
若
い
世
代
と
の
交
流
や
意

見
交
換
を
き
っ
か
け
に
、
釧
路

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
学
生
が
大
学

に
入
る
前
と
後
に
変
化
し
た
釧

路
の
印
象
や
イ
メ
ー
ジ
、
課
題
、

期
待
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
、
当
地
域
の
魅
力

や
今
後
ど
の
よ
う
に
釧
路
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
け
ば
良
い
か
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
。

　
地
域
開
発
委
員
会
で
は
、
様

々
な
分
野
で
地
域
に
貢
献
を
し

て
い
る
釧
路
公
立
大
学
が
今
後

も
維
持
・
発
展
し
て
い
く
た
め

に
、
同
大
学
へ
の
理
工
農
系
学

部
増
設
を
目
指
し
て
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

　
本
例
会
は
『
釧
路
公
立
大
学

へ
理
工
系
学
部
の
増
設
を
！
釧

路
公
立
大
学
と
共
に
歩
む
地
域

の
未
来
創
造
』
と
題
し
、
大
学

や
大
学
院
等
の
経
営
コ
ン
サ
ル

を
行
っ
て
い
る
㈱
高
等
教
育
総

合
研
究
所
の
永
川
隆
史
代
表
取

締
役
を
講
師
に
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
、
杉
村
委
員
長
は
「
人

口
減
少
が
進
み
、
２
０
４
０
年

の
予
測
で
は
全
国
で

万
人
弱

の
定
員
数
、
約
２
４
０
校
の
大

学
が
過
剰
に
な
る
」
と
危
機
感

を
示
し
、
同
大
学
の
存
続
と
地

域
課
題
解
決
に
向
け
て
「
大
学

を
中
心
市
街
地
に
立
地
し
、
水

産
・
漁
業
や
涼
し
さ
な
ど
の
釧

路
の
強
み
と
Ｉ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
を
掛

け
合
わ
せ
た
水
産
情
報
学
部
の

増
設
に
よ
り
人
流
が
生
ま
れ
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
」
と
〝
ま
ち
な
か
学
園
都

市
構
想
〞
を
提
案
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
永
川
氏
の

講
演
で
は
、
文
部
科
学
省
の
大

学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業

（
成
長
分
野
を
け
ん
引
す
る
大

学
・
高
専
の
機
能
強
化
に
向
け

た
基
金
）
の
概
要
を
説
明
し
、

支
援
事
業
を
活
用
し
て
令
和
６

年
度
に
開
設
予
定
の
学
部
を
紹

介
し
た
。

　
ま
た
、
公
立
大
学
の
特
徴
と

し
て
「
地
域
の
強
い
要
請
に
よ

っ
て
特
定
分
野
の
人
材
育
成
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
半

数
が
単
科
大
学
で
、
入
学
者
の

う
ち
約
３
割
が
域
内
者
」
と
地

域
の
学
び
の
場
と
し
て
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
。

　
さ
ら
に
、
大
学
は
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
解
決
の
手
段
の
１
つ

と
し
て
期
待
で
き
る
と
述
べ
、

四
日
市
市
や
北
上
市
が
中
心
市

街
地
や
駅
前
に
大
学
を
立
地

し
、
ま
ち
の
活
性
化
や
賑
わ
い

創
出
、
人
材
育
成
を
目
指
し
て

進
め
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

　
当
委
員
会
が
掲
げ
る
水
産
系

学
部
に
つ
い
て
永
川
氏
は
「
水

産
系
の
学
部
は
設
置
大
学
が
少

な
く
、
特
に
政
府
で
は
ス
マ
ー

ト
水
産
業
を
掲
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
全
国
か
ら
人
が
集
ま
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
し
、
地
域
の

未
来
を
見
据
え
て
動
く
べ
き
だ

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。


